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液状 ガスケット

米占売妻河多

21世紀 の シール剤 〃

ヘ ル メシー ルNo.101Yは多 元 重合 の

合 成樹 脂 を使 用 した全 く新 しい不乾

性粘着 形液 状 ガ スケ ッ ト《特 許 出願 》

で 、温度 特 性 が よ く不乾 性液 状 ガ ス

ケ ッ トの将 来 をにな う製 品 です 。

従 来 の 不 乾 性 粘 着 形 液状 ガ スケ ッ トは 、熱 が加 わ った と きの 軟 化 が 著 る し く、耐 熱 圧 性 が 悪 い とい

う欠 点 を有 し、 熱 の加 わ る箇 所 、 隙 間 の あ る箇 所 に は よ い結 果 が得 られ ませ ん で した 。 ヘ ル メ シ ー

ル No.101Yは 、 当社 技 術 陣 が総 力 を結 集 して研 究 完 成 した製 品 で 、従 来 の よ うに合 成 樹 脂 を ブ レ ン

ドして得 るの で は な く、 4～ 5種類 の モ ノマ ー を重 合 して得 る 多元 重 合 合 成樹 脂 を基 剤 に し、従 来

の 粘 着 形 にな い優 れ た耐 熱 圧 性 を得 られ ます 。 フ ラ ン ジや ケ ー シ ン グの ガ スケ ッ ト面 、締 付 けボ ル

ト植 込 み ボ ル トの ネ ジ部 、パ イ プネ ジ部 、打 込 み プ ラ グ な どの 接 合 部 で従 来 の 粘 着 形 液状 ガ スケ ッ

トで よ い結 果 を得 られ なか った箇 所 に威 力 を発 揮 し ます 。

特   長

★特 別 に重 合 した 多元 重 合 樹 脂 を主 成 分 に し粘 着 力 が 強 く、 温 度 に よ る粘 性 変 化 が 少 な い 。

★ 粘 度 変 化 が 少 な い ため耐 熱 圧 性 が よ く、 熱 が加 わ って も圧 力低 下 を起 こ しませ ん 。

★ パ ッキ ンや ガ スケ ッ トに塗布 す る と最 低 締 付 け面 圧 力 を低 下 で き、 ガ スケ ツ ト係 数 、最 低 締 付 け

面 圧 力 な どの パ ラツ キ を少 な く し ます 。即 ち、 シー ル 効 果 が 向上 し、 か つ一 定 し ます 。

★ パ ッキ ンや ガ スケ ッ トを垂 直 部 に使 用 す る と き、粘 着 力 で 滑 り落 ち を防止 し ます 。

★ 不 乾 性 で取 りはず しが容 易 、振 動 に も耐 え ます 。

★ 乾 燥 が はや く、流 れ作 業 や コ ンペ ア での使 用 に も適 します 。

★耐 油 、耐 水 、耐 不 凍 液性 が優 れ て い ます 。
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ヘル メ シ ール No.101Yの性 能

●JiS K 6820液 状 ガ ス ケ ッ トに よ る
試 験 結 果

● そ の 他 の 諸 特 性

ヘル メ シ ール No.:01Yの用 途

各 種 機 械 、 車両 、船 舶 、計 測 器 、 あ る い は その 他 諸 機 械 、装 置 の 油密 、気 密 、 水 密 を要 す る接 合 部 。

ガ スケ ッ ト面 、 フ ラ ンジ 、ケ ー シ ン グ な どの 平 面 接 合 部 、部 品 取付 け部 c配 管 ネ ジ継 手 お よ び締 付

けポ ル ト、植 込 み ボ ル トの ネ ジ部 。 エ キ スパ ン ジ ョン プ ラ グ、盲 蓋 、 そ の他 の 打 込 み プ ラ グ部 。 そ

の ほか 革 パ ッキ ンや 編 組 パ ッキ ン に塗布 また は含 浸 し性 能 の 向上 を はか る こ とが で き ます 。取 りは

ず しの ひ ん ぱ ん な箇 所 、従 来 の 不 乾 性 形 で よ い結 果 の 得 られ な か った箇 所 に ご利 用 下 さい 。

ヘル メ シ ール No.:01Yの使 用 法

(l)始 め に塗布 面 、接 合面 の 油 分 、水 分 、 じん あ い な どを除 去 し清 浄 に して下 さい 。

(2)刷 毛 で接 合面 に O.:～ 0.2mm位の厚 さで 両 面 に塗布 して 下 さい 。

(3)塗 布 後 3～ 6分位 乾 燥 して か ら接 合 して 下 さい。締 付 け後 た だ ち に使 用 して も さ しつ か え あ り

ませ ん が 、 5～ 8時間以 上 放 置 し、 十分 乾 燥 させ た後 に使 用 す るの が理 想 的 で す 。

(4)溶 剤 が 蒸 発 して塗布 しに くい場 合 や 皮 膜 の 除 去 に は MEK又 は トル エ ンで稀 め て 下 さ い 。

(5)使 用 後 は容 器 の フ タ を完 全 に し、 な るべ く冷 暗 所 に保 存 して下 さい 。

(6)No.101Yを使 用 した接 合 部 を分 解 し再 組 立 す る場 合 は 、 古 い度 膜 の上 に そ の ま ま塗 布 して け っ

こ うで す 。

日本工業規格表示工場

◎
日本 へ 〕諄 手 リリ ス 株 式 会 社


